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D 13 だんらん 空聞に関て る研 荻( 寥 之報)

( その1) だんらんに閣すろ煮織 と仰 面

大駅叙 有犬 岸本 乖臣　 淋 尹ム牛が子槙 尺　 ○申 面λ 弓

盲妁　 袖昇度報渚

た が‥ 本績 では引 さつづ き善 住盾 の老二諏 や許 価 の面 から考 巌 芭加 えるこ ととする 。

方法　 痢年庫 と同 じ

拓 果(D だんらんの評 価 だんら加 訥 に つい て、湊 い 方ご‾時眺 派 乱 の3 朝 面 力`ら

褒 久 る と、ら参陳 の満足 夏 がみら飢る。騎 にﾛ 揃 いか や り

ると 、過 弟 の人 々が満 足ま を示 万ゑ杵 は 、糾 良のほほ全 旋が薦 ってい ることと 、１時聞ベ

上のだ んら ん時聞 をとるこ とが発 誉とみら れる 。 口扉 淘 瞑.とのかか わリ　 家族 に凋づる

免織 包、｢遭命共 府 休 宍 恢ヰ の凛 い方 ／家旅問 の援 解 √夭峰 のづ 恥良 白隋ぶ 司乱 の５塙目

て攻 える と 、荊 ２ 攻呂ほ象旅 才心 的rJ 反応 が孜 い． し力ヽ レ 後 の３墳 回につい ては 、載族

守 心` 妁な焉 え と ．個 人 寺心 的な 考え とに分解 している．こ の家旅涙 の瓦 応鴉 在 包、 ７家族

重胤 祉』じ 個 人ｔ 現型 ．の層 に頗型 を試 みる ヒ、５ 封１ で前盾 が冷くみ られ る。 釘 こ、現

爽に家朕 が揃 って ﾀﾞ参 を とっている率 は ．荊 淆 に旅 血く みとめら れ 、客旅頻 が だんら んの

布 狐や内 容と相 閲 してい るこ とがう 力` がえ る。( βM主宍方 の頬 型 居 佐渇 の住 み方ヵ` ら 、

｢だんらん左 死哭至 止｢ 使 參 塾九芙型 ，を甜比万 るとぎ対 石ヒり る。EI た ．だんらん 叟充奥

型 の后住 希 の場 合は 、爽熹 の代 んら んに おいて 、客浪 の揃い方 ヒ顔 度 の面 でり 兪極的 てあ

るし 、ぢ んらん斜価にﾐり満 足吏 があい 。使 貧首弐矢左 は 、奥 賑 の涛順 こ刈 してこ え 、九ご

ほ評1蛸 り 認 められrJ い ．こ のこ とから 、回 ん ら ん覚犬奥 乱の后 住 濁 の方が 、厄 生治 の全

服 に対 して．雌 権 肢や満 足度 が高い とみるこ と

D 14 だんらん艶聞に関する研爽（第2 報）

（その2)   趨奪の実態ヒの拡ﾌめﾘ

大阪教育大　○岸本掌臣　 淋 戸山手が子短尺 申凶臭弓

目的 本編では、前編 までの考厭に加え､ 往 生池のむう１つの公的行為である遊客の大

態を分析し、だんらん空間との関わりや鳩塩点､を考察-^ることとする。
方法　前年度巴同じ

結果Cil 接客の教態ヒ評緬 来賂 の質を『改１ つ化客』と「 親 しい勝」とに大別″すると

客権構滅 に虚いが認められ、前者にl勘士多多 、後^ には友人 が玲い．躾-ttきほ両層にar こ

力ら ており、焉様rs 対応のぬ要汪 乞示唆している-t   た滴客 の場tﾉ 府若ほ淡勝をへ、後 淆

にだんらん左へといった便い分け球 現沢･ 希隻 玖乾鳥している。3 瓦改い た賂を各簑

のだんらんの場 から浙脈 しぷうとｊ る婁求 炉咳 い.    訟 噺名服丿 能落に関する竟諏を' だ

んらん室での滴客ご路賂ずる人ご客層による淡客室分離-J    勝室の鵬設 √システムペッキ ン

での遍落』のS 項目て哀 えると、第l 壊目μ石蜘 邨 傾 に偏 い てい るが, 化 の衆目は分

散 的評価が弁ら-k＼ろ．この玲 客観の反応外在から、゙唐 松搾 鯉 ブビ 接落未分離 智 を類型す

ると、漑 ねF 対牟とり る．前考 てば、教際のだんらん 室・淡客気の独 立溥､賄 玉が 高い、

i3賤 客の９イプイヒとだんらん 艶間 参 看と来客の相 手から来客 の遡訃 を牟々づプ にぶミ八うる

と、タ1 プ毎に接割?E間に求められる糠 能1--ゑいのあることカ頌凍 てさる．このことは、
接島 堅間の確 立に彦狭r 対応 がぬ 蓼てあることを示してい るレ 絹J とめ 氏んらん 空間

の姿は、その住路の物理池 恥件 や客族の生治状昿に ぷり決定これるヒ同始にノ伴ぶ･手のだん
・　　 －　　　　 ●

の 姿 は 、 そ の 住 宅 の 物 對ﾓ 海 件 や 扇 族 の 生 活 状 態 に ぷﾘ 決 定:2 れ る ヒ 同 時 に.  甘 み 手 の だ ん

ら ん に 対4 ’る 免 職 に 乱 て を仄 之く 押 東 こ れ て い る 。3 仁 良 ん ら ん に り 岑 族 以 、ﾀﾄの 漕 に 対
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ｒｙ"" ゛｢ｌ' ゛'Ｆｙ ●　'   ＼ｊ る 排 側 生 も あ る 化 め

。 公 私 の Ｚ 面 枚 に 正 し く 対 応 し 化 、 だ ん ら ん 室 の 確 立 が 査 察 で あ る
。


